
一
五

俳
文
『
鶉
衣
』
の
名
著
で
知
ら
れ
る
尾
張
俳
人
、
横
井
也
有
（
一
七
○
二
〜
一

七
八
三
）
は
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
隠
居
後
、
俳
諧
活
動
に
深
く
心
を
砕

い
た
。
と
く
に
、
尾
張
周
辺
地
域
の
地
場
宗
匠
の
歳
旦
に
は
、
也
有
交
遊
圏
と
お

ぼ
し
き
、
交
流
の
あ
と
が
色
濃
く
み
ら
れ
、
也
有
の
半
掃
庵
は
、
ま
さ
に
、
当
時

の
尾
張
を
中
心
と
し
た
俳
人
た
ち
を
結
ぶ
拠
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え

る
。近

日
、
東
海
市
横
須
賀
の
白
羽
家
に
、
也
有
関
係
の
一
枚
刷
が
残
っ
て
い
る
こ

と
を
「
尾
張
横
須
賀
に
お
け
る
楓
京
と
知
柱
亭
・
暁
台
・
也
有
の
交
流
に
つ
い
て

―
白
羽
家
所
蔵
資
料
を
紹
介
し
て
―
」（
東
海
近
世
27
号
、
令
和
元
年
12
月
）
に

お
い
て
紹
介
し
た
。
紙
幅
の
関
係
で
全
容
を
紹
介
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で

は
、
也
有
の
関
係
資
料
を
全
文
翻
刻
し
、
ま
た
、
関
連
資
料
を
合
わ
せ
み
な
が
ら
、

当
時
の
也
有
と
尾
張
俳
壇
の
関
係
に
つ
い
て
、い
く
ら
か
知
見
を
加
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　

一　

白
羽
家
所
蔵
の
也
有
関
係
資
料
に
つ
い
て

本
稿
で
取
り
上
げ
る
白
羽
家
は
、
現
当
主
の
白
羽
泰
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、

中
世
の
頃
、
京
か
ら
尾
張
横
須
賀
へ
来
た
山
伏
の
家
系
で
あ
る
。
大
教
院
の
一
枚

刷
に
よ
れ
ば
、
白
羽
監
物
が
足
利
将
軍
家
に
仕
え
、
津
の
国
四
天
王
寺
を
経
て
横

須
賀
に
来
た
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
横
須
賀
に
き
た
監
物
が
大
教
院

（
現
・
東
海
市
横
須
賀
町
）
を
設
け
、
そ
の
後
、
白
羽
家
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
、

代
々
、
修
験
道
に
お
け
る
山
伏
と
し
て
活
動
す
る
の
で
あ
る
。

明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
、
白
羽
家
が
代
々
院
主
を
つ
と
め
て
き
た
大
教
院

は
完
全
に
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
が
、
甚
目
寺
の
一
解
院
日
廣
上
人
の
布
教
活
動
に

よ
り
、
あ
ら
た
に
明
治
二
十
一
年
に
日
蓮
宗
の
寺
と
し
て
再
興
さ
れ
、
と
く
に
戦

前
の
復
興
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

大
教
院
に
は
、
関
係
の
深
か
っ
た
楓
京
の
句
碑
が
残
さ
れ
、
現
在
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
江
戸
中
期
に
、
楓
京
の
手
元
で
集
め
ら
れ
た
俳
諧
資

料
の
一
部
が
、
大
教
院
に
お
さ
め
ら
れ
、
江
戸
末
期
ま
で
の
院
主
で
あ
っ
た
白
羽

家
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
期
の
資
料
と
し
て
は
、
俳
書
、
俳

諧
一
枚
刷
、
一
枚
物
の
俳
諧
資
料
と
和
歌
資
料
等
の
文
芸
資
料
、
御
用
書
留
、
証

文
な
ど
の
古
文
書
類
か
ら
な
る
。

前
出
の
「
尾
張
横
須
賀
に
お
け
る
楓
京
と
知
柱
亭
・
暁
台
・
也
有
の
交
流
に
つ

い
て
」
で
は
、
白
羽
家
の
俳
諧
関
係
資
料
を
リ
ス
ト
化
し
、（
一
）
知
柱
亭
と
楓

京
の
交
流
、（
二
）
楓
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
俳
諧
資
料
、の
二
つ
に
分
け
て
検
討
し
、

所
蔵
資
料
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
白
羽
家
資
料
の
中
で
、
本
稿
で
と
く
に
取
り
上

げ
る
の
は
、
後
者
の
中
の
、「
尾
城
南
大
野
歳
旦
（
安
永
三
年
）
一
枚
刷
」（
前
稿

リ
ス
ト
17
番
）、「
蓬
南
大
野
歳
旦
（
明
和
九
年
）
一
枚
も
の
」（
同
16
番
）、「
明

和
九
年
不
老
井
歳
旦
」（
同
15
番
）
の
三
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
也
有
と
楓
京
、
巨
扇
の
交
流
に
つ
い
て
、
野
田
千
平
氏
「
也
有
年
譜
」

（『
横
井
也
有
全
集
』）
を
参
照
し
な
が
ら
、
掲
げ
て
お
く
。

横
井
也
有
と
知
多
俳
壇
の
交
流　

― 

東
海
市
白
羽
家
資
料
の
紹
介
（
一
）
―

寺　

島　
　
　

徹
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横井也有と知多俳壇の交流（寺島　徹）

一
六

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）、
知
多
大
野
の
杉
山
巨
扇
『
歳
旦
』
に
也
有
は
、
歳

旦
三
つ
物
の
発
句
入
集
。
明
和
四
年
閏
九
月
十
八
日
、
楓
京
は
、
半
掃
庵
を
訪
問
、

「
方
間
舎
記
」
を
贈
ら
れ
る
（『
藻
塩
草
』
十
一
）。
翌
、
明
和
五
年
秋
、
京
都
の

二
月
房
杉
二
法
師
が
諸
国
勧
進
俳
吟
短
冊
五
六
〇
枚
を
持
っ
て
横
須
賀
の
楓
京
を

訪
問
、
楓
京
は
、
そ
の
中
か
ら
尾
張
関
係
六
枚
を
写
す
。
そ
の
筆
頭
に
也
有
の
句

が
あ
る
（『
藻
塩
草
十
二
）。
明
和
六
年
正
月
、
巨
扇
願
主
で
大
野
内
宮
奉
納
額
四

季
吟
筆
頭
に
也
有
の
句
を
掲
げ
る
（『
藻
塩
草
十
三
』）。
同
二
月
初
旬
、
知
多
桜

木
の
観
音
開
扉
に
際
し
、
十
年
余
以
前
の
開
扉
に
奉
納
し
秘
さ
れ
て
い
た
也
有
・

桃
野
法
印
玄
二
堂
に
よ
る
三
つ
物
を
継
い
で
奉
納
句
勧
進
が
興
行
さ
れ
る
（『
藻

塩
草
十
三
』）。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
十
月
八
日
、
横
須
賀
連
中
が
願
主
で
磨

三
染
筆
に
な
る
、横
須
賀
東
光
庵
薬
師
堂
奉
納
の
歌
仙
首
尾
に
発
句
を
贈
る
（『
藻

塩
草
十
七
』）。
安
永
二
年
五
月
十
六
日
、
楓
京
、
半
掃
庵
を
訪
ね
る
（『
城
下
遊　

二
』）。

こ
の
よ
う
に
、
明
和
期
か
ら
安
永
二
年
に
か
け
て
、
也
有
と
楓
京
、
巨
扇
は
、

し
ば
し
ば
交
流
を
も
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
あ
た
る
の
が
、
今
回
、
紹
介
、
翻
刻
す

る
尾
城
南
大
野
歳
旦
一
枚
刷
（
二
色
刷
）
で
あ
る
。
楓
京
も
参
加
し
て
い
る
。

　
　
　
　

二　

也
有
と
知
多
大
野
俳
壇
に
つ
い
て

そ
れ
で
は
、「
尾
城
南
大
野
歳
旦
（
安
永
三
年
）
一
枚
刷
」〈
縦
36
・
４
糎
、
横

48
・
８
糎
〉
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
二
色
刷
の
俳
諧
一
枚
刷
と
し
て
は
、
早
い
部

類
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
全
文
を
翻
刻
す
る
。

安
永
三　

午
の
歳
旦　
　
　

尾
城
南
大
野

　
　
　
　
　

松
竹
の
正
直
に
ハ

　
　
　
　
　

月
雪
の
和
光
あ
り

ま
ぢ
わ
ら
ぬ
心
の
塵
や
三
ツ
の
朝　
　
　

菊
蘭
舎
巨
扇

　
　
　

年
暮

年
波
や
人
並
に
世
を
渡
り
た
し　
　
　
　
　
　
　
　

仝

　
　
　

春
興

遠
山
の
笑
ひ
に
海
は
黙
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

万
愚

梅
さ
く
や
小
路
に
時
行
貸
し
木
履　
　
　
　
　
　

東
呉

ち
り
ぬ
る
の
一
間
は
破
れ
て
梅
の
花　
　
　
　
　

麦
馬

あ
い
さ
つ
も
ま
た
物
が
た
し
梅
の
は
な　
　
　
　

か
の

若
草
や
ま
だ
馬
牛
の
歯
に
た
ら
ず　
　
　
　
　
　

橘
左

棒
よ
り
も
薮
か
ら
白
し
む
め
の
花　
　
　
　
　
　

巨
扇

　
　

ヽ

枝
ず
れ
の
疵
和
ら
ぐ
や
初
が
す
み　
　
　
　
　
　

野
寺
本

乙

梅
咲
や
風
の
も
て
来
る
鼻
ぐ
す
り　
　
　
　
　
　

其
薮

由

そ
の
松
の
朧
そ
だ
つ
や
志
賀
の
梅　
　
　
　
　
　

楓

横
須
賀

京

梅
の
春
松
に
も
松
の
な
が
め
あ
れ
ど　
　
　
　
　

磨
同

三

白
い
と
て
寒
い
で
も
な
し
梅
の
花　
　
　
　
　
　

蝶
鳴
海

羅

古
井
戸
に
垣
あ
た
ら
し
く
む
め
の
花　
　
　
　
　

里
岡
田

朴

拍
掌
の
間
に
〳
〵
梅
の
か
ほ
り
か
な　
　
　
　
　

雲
同

志

　
　

ヽ

火
を
入
れ
ぬ
火
燵
も
あ
り
て
春
の
雨　
　
　
　
　

東

名
古
屋

甫

ち
り
初
る
梅
や
真
昼
の
日
の
と
ろ
み　
　
　
　
　

春
幸

馬
を
牛
に
か
え
る
春
野
ゝ
人
こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　

白
阿

菜
の
花
や
宿
か
ら
ば
此
二
三
軒　
　
　
　
　
　
　

文
樵

む
め
の
咲
比
や
め
で
た
き
物
も
ら
ひ　
　
　
　
　

樞
甫

被
着
の
顏
ゆ
か
し
け
れ
お
ぼ
ろ
月　
　
　
　
　
　

乙
五

治
聾
酒
の
巧
は
さ
び
し
く
春
の
雨　
　
　
　
　
　

里
宙

淡
雪
や
桶
茶
の
す
ゝ
む
朝
ぼ
ら
け　
　
　
　
　
　

東
湖
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一
七

蠶
よ
り
手
廻
し
は
や
き
柳
か
な　
　
　
　
　
　
　

涼
吾

日
の
影
の
山
に
と
ゞ
ま
る
桜
か
な　
　
　
　
　
　

木
嵐　
　
　

」（
天
）

　
　
　
　
　
　

草
人
東
湖
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
（
画
）

　
　
　

六
句
表　

な
く
て
も
の
水
さ
へ
あ
り
て
柳
か
な　
　
　
　

也

半
掃
庵

有
子

巳
の
日
祓
に
塗
笠
の
連　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巨
扇

立
煙
山
を
や
く
か
と
お
も
ハ
れ
て　
　
　
　
　
　

万
愚

独
丁
稚
の
返
事
す
る
間
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
呉

爼
板
の
入
地
に
騒
ぐ
朝
の
月　
　
　
　
　
　
　
　

麦
馬

蒔
ほ
ど
芥
子
の
種
の
こ
る
な
り　
　
　
　
　
　
　

か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
橘
治
板
」（
地
）

以
上
が
本
文
に
な
る
。
主
宰
者
で
あ
る
知
多
大
野
の
巨
扇
が
巻
頭
で
あ
り
、
つ

ぎ
に
、
知
多
、
鳴
海
俳
壇
、
そ
し
て
、
名
古
屋
俳
壇
の
次
に
配
置
さ
れ
る
。
巻
軸

は
、
也
有
を
立
句
に
し
た
大
野
俳
人
に
よ
る
表
六
句
が
据
え
ら
れ
る
。
こ
の
構
成

は
、
也
有
を
取
り
巻
く
、
宝
暦
、
明
和
、
安
永
期
の
尾
張
の
地
場
宗
匠
（
巴
雀
、

木
児
、
白
尼
、
理
然
、
八
亀
、
鷗
沙
）
ら
の
歳
旦
の
あ
り
方
に
通
底
す
る
形
式
で

あ
る
。

大
野
連
中
は
、
尾
張
を
中
心
と
し
た
俳
壇
規
模
の
大
き
い
地
場
宗
匠
た
ち
の
よ

う
に
、
俳
書
形
式
の
大
き
な
歳
旦
を
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
枚
刷
の
よ
う

な
歳
旦
は
、
継
続
的
に
出
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
は
、
同
時
期
の
鳴
海
俳
壇
（
千
代
倉
）
の
歳
旦
に
形
式
が
似
て
い
る
。
把
握

で
き
る
も
の
だ
け
で
も
、
巨
扇
に
は
、
次
の
歳
旦
一
枚
刷
が
あ
る
。

図１　尾城南大野歳旦（安永三年）一枚刷　天　白羽泰氏所蔵　

図２　同　地　　白羽泰氏所蔵
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一
八

『
夢
の
秋（
２
）
』
を
も
と
に
、
巨
扇
の
行
実
に
つ
い
て
辿
っ
て
み
よ
う
。
寛
政
四
年

二
月
既
望
に
書
か
れ
た
観
涛
亭
東
呉
の
序
に
は
、「
…
風
流
に
遊
び
句
を
覓
て
は

た
が
ひ
に
推
敲
を
問
ふ
事
、
こ
ゝ
に
四
十
余
と
せ
な
ん
な
り
ぬ
。
か
つ
て
四
時
五

節
に
逢
毎
に
、
そ
の
詠
藻
を
西
京
東
都
た
が
ひ
遠
近
の
俳
友
に
贈
酬
し
て
名
声
四

方
に
聞
ゆ
。」
と
、
東
呉
と
昵
懇
で
あ
っ
た
様
子
を
交
え
な
が
ら
、
文
音
を
中
心

と
し
た
巨
扇
の
交
遊
の
広
さ
を
伝
え
る
。
ま
た
、
病
に
つ
い
て
は
、

…
近
ご
ろ
老
痾
を
抱
て
枕
に
伏
し
給
ふ
に
、し
た
し
き
友
ど
ち
病
床
を
訪
ふ
。　

 

（
中
略
）
か
く
て
日
〳
〵
に
不
起
に
赴
れ
け
れ
ば
、
叟
い
へ
ら
く
、
命
な
り　
　

と
。
は
か
ら
ず
も
寛
政
三
か
へ
り
の
秋
長
月
中
の
五
日
齢
七
十
有
八
に
し
て　
　

浮
世
の
秋
の
夢
さ
め
て
終
焉
の
一
句
を
遺
し
て
、
つ
い
に
泉
下
に
帰
し
給
ひ　
　

ぬ
。
聞
く
人
知
る
と
し
ら
ざ
る
と
哀
惜
の
あ
ま
り
輓
詞
を
贈
て
、
や
ゝ
机
上

に
満
て
り
。
孝
子
か
の
女
そ
の
生
前
の
善
を
追
ふ
て
、
是
を
桜
木
に
鏤
て
、

小
冊
子
に
つ
ら
ね
、
号
て
夢
の
秋
と
い
ふ
。
は
た
是
に
序
せ
よ
と
乞
ふ
。

と
終
焉
の
様
子
と
、
追
善
集
の
事
情
に
つ
い
て
述
べ
る
。
序
に
つ
づ
い
て
巨
扇
の

辞
世
句
を
掲
げ
る
。

夢
さ
め
て
浮
世
の
秋
を
眠
り
け
り　
　
　
　
　
　

つ
い
で
、「
生
前
に
碑
を
立
て
犀
用
巨
扇
居
士
と
法
証
し
」
と
し
て
、

夢
覚
て
見
れ
バ
う
き
世
の
傀
儡
師
し
や
ら
も
仏
も
つ
た
ふ
こ
ゝ
ろ
も

と
辞
世
の
歌
を
詠
み
記
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、「
菊
蘭
舎
四
季
発
句
并
俳
詩
」
と
し
て
、

蘭
の
は
な
や
青
み
き
つ
た
る
麦
の
中

以
下
、
四
季
順
に
発
句
八
句
を
掲
げ
、
俳
詩
を
掲
げ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
関
係

の
深
い
、
白
尼
の
影
響
も
あ
ろ
う
か
。

つ
づ
い
て
、
巨
扇
の
子
息
と
し
て
、
一
枚
刷
で
も
、
春
興
五
句
目
に
載
る
、
橘

左
の
、

　
　

寛
政
三
年
亥
の
秋
菊
月
中
の
五
日
身
ま
か
れ
し

　
　

家
大
人
生
前
の
恩
の
厚
き
を
も
報
し
が
た
く
て

①
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
己
卯
尾
州
知
多
郡
大
野
歳
旦
（
藤
園
堂
蔵
）

②
明
和
二
年
（
一
七
六
二
）
大
野
歳
旦
（『
横
井
也
有
全
集
』
に
よ
る
・
未
見
）

③
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
未
年
尾
城
南
大
野
歳
旦
（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）

④
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
庚
戌
年
尾
城
南
大
野
歳
旦
（
藤
園
堂
蔵
）

①
の
歳
旦
は
、巨
扇
に
と
っ
て
初
期
の
も
の
で
あ
る
。
ご
く
簡
素
な
作
り
で
あ
り
、

尾
張
の
宗
匠
で
あ
る
時
節
庵
八
亀
、
巨
扇
、
南
空
の
三
つ
物
を
据
え
る
。
③
は
、

麦
雨
、
蕉
雨
、
か
の
、
も
と
の
春
興
、
名
古
屋
の
文
樵
、
涼
吾
、
鴻
巣
の
柳
几
ら

の
文
通
発
句
を
載
せ
る
。
④
は
巨
扇
最
晩
年
の
歳
旦
と
な
る
。
あ
と
で
引
用
す
る

追
善
集
『
夢
の
秋
』
の
俳
人
た
ち
と
、
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
蘭
崗
、
野
乙
、
東

呉
、
麦
馬
ら
大
野
連
中
に
加
え
、
文
音
と
し
て
、
文
樵
、
里
宙
、
涼
吾
ら
を
載
せ

る
。こ

う
し
て
、
残
存
す
る
巨
扇
の
歳
旦
一
枚
を
概
観
す
る
と
き
、
本
稿
で
紹
介
す

る
一
枚
刷
は
、
②
と
③
の
間
に
位
置
す
る
も
の
で
、
也
有
が
安
永
期
に
お
い
て
も
、

特
別
な
存
在
と
し
て
、
知
多
俳
壇
か
ら
遇
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
、
一
枚
刷
に
み
え
る
巨
扇
、
万
愚
、
東
甫
な
ど
、
楓
京
以
外
の
主
立
っ

た
入
集
者
た
ち
を
順
に
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

巨
扇
は
、
杉
山
氏
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
九
月
十
五
日
没
。
享
年
七
十
八

歳
（『
夢
の
秋
』
序
）。『
中
京
俳
人
考
説
』
に
よ
れ
ば
、通
称
、利
兵
衛
、墓
地
は
、

常
滑
市
大
野
町
斎
年
寺
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
大
野
の
呉
服
商
、
大
黒
屋
の

三
代
目
。
鳴
海
の
下
里
家
と
の
関
係
の
深
さ
で
も
し
ら
れ
る
。
延
享
三
年
（
一
七

四
六
）
の
如
是
庵
歳
旦
が
は
や
い
。
巴
雀
没
後
は
、
白
尼
、
八
亀
の
歳
旦
お
よ
び

鳴
海
歳
旦
に
多
く
み
え
る
。
春
興
四
句
目
を
出
す
「
か
の
」
は
、
巨
扇
の
娘
で
あ

り
、
一
時
千
代
倉
に
嫁
い
だ
と
い
う（
１
）。
巨
扇
追
善
『
夢
の
秋
』（
寛
政
四
年
二
月
、

東
呉
序
）
を
も
の
し
て
い
る
。
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一
九

　
　

今
や
没
後
の
悔
と
は
な
り
ぬ

八
重
菊
や
厚
き
恩
知
る
手
向
ぐ
さ　
　
　
　
　
　
　
　

橘
男

左

の
追
善
句
を
載
せ
る
。
一
周
忌
の
か
の
の
句
は
、

何
問
ふ
も
甲
斐
な
き
秋
と
成
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

か
女

の

で
あ
る
。
以
下
、
妻
、
娘
、
孫
の
係
累
の
句
が
つ
づ
く
。

菊
酒
の
別
れ
と
な
り
し
泪
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

小

巨
扇
妻

扇

手
向
と
は
思
は
ざ
り
し
に
残
る
菊　
　
　
　
　
　
　
　

も
同
女

と

翁
艸
残
り
し
杖
に
露
な
み
だ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
同
孫

珂

こ
れ
に
、
歳
旦
を
通
し
て
か
か
わ
り
の
深
か
っ
た
鳴
海
の
伝
芳
、
和
菊
、
蝶
冶
ら

が
つ
づ
く
の
が
目
に
つ
く
。

以
下
、「
各
詞
書
略
ス
」
と
し
て
、
一
枚
刷
に
も
見
え
る
、「
当
所
」（
大
野
の

こ
と
）
の
野
乙
、
東
呉
、
麦
馬
ら
の
句
を
掲
げ
る
。

月
と
と
も
に
弘
誓
の
船
や
浪
し
づ
か　
　
　
　
　
　
　

野
僧

乙

麦
馬
（
岡
氏
）
は
、
哀
悼
の
俳
詩
も
寄
せ
て
い
る
。

こ
の
他
、
常
滑
の
巴
文
、
横
須
賀
の
大
阜
、
名
古
屋
の
蝸
角
、
里
宙
、
黙
我
の

句
を
よ
せ
る
。「
巨
扇
子
を
い
た
む
詞
」
と
し
て
、

猶
哀
れ
物
う
き
耳
へ
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
阿
坊

と
、
旧
知
の
白
尼
の
句
を
載
せ
る
。
巻
軸
を
占
め
る
の
は
、
津
嶋
俳
壇
を
率
い
也

有
、
白
尼
ら
と
親
交
の
深
か
っ
た
堀
田
木
吾
で
あ
る
。

西
へ
行
月
に
連
だ
つ
旅
出
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

木

ツ
シ
マ

吾

そ
の
前
書
に
は
、「
巨
扇
子
生
涯
心
を
俳
諧
に
ゆ
だ
ね
な
が
ら
、
世
路
い
と
ま
な

き
身
の
上
也
け
れ
ば
、
行
脚
遠
遊
の
思
ひ
は
た
ち
て
唯
国
〳
〵
名
あ
る
俳
士
に
せ

う
そ
こ
し
、
句
を
乞
ひ
句
を
贈
て
居
な
が
ら
風
雅
を
楽
め
り
し
に
（
下
略
）」
と

あ
る
。
呉
服
商
で
あ
っ
た
遊
俳
、
巨
扇
の
俳
諧
の
あ
り
方
が
、
業
俳
に
み
ら
れ
る

行
脚
中
心
の
も
の
で
な
く
、
文
音
中
心
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

な
お
、
巨
扇
の
諸
所
の
俳
人
と
交
流
が
深
か
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
、

辻
村
逸
漁
の
も
と
に
残
る
短
歌
行
の
評
点
資
料
が
あ
る
（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫

蔵
・
わ
九
九
四
―
五
○
―
三
九
）。

　
　

短
歌
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巨
扇

初
雁
や
枕
加
減
の
肌
寒
ミ

　

片
帆
に
受
る
船
の
月
代

山
壱
ツ
松
と
紅
葉
に
染
分
ケ
て  　
　
　
（
下
略
）

点
印
か
ら
、
蓮
阿
坊
白
尼
の
評
点
と
思
わ
れ
る
が
、
巨
扇
の
連
句
の
付
け
方
を
示

す
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

『
夢
の
秋
』
に
、
白
尼
、
木
吾
、
千
代
倉
と
の
交
流
と
い
う
巨
扇
の
俳
壇
交
流

の
傾
向
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
次
席
の
位
置
を
占
め
る
万
愚
和
尚

の
姿
が
見
え
な
い
。
既
に
物
故
し
て
い
た
た
め
か
。
白
羽
家
資
料
に
は
、
万
愚
の

一
枚
物
も
所
蔵
さ
れ
る
の
で
、そ
れ
を
引
用
し
て
お
こ
う
。「
蓬
南
大
野
歳
旦
（
明

和
九
年
）
一
枚
も
の
」〈
縦
36
・
４
糎
、
横
48
・
８　

糎
〉。
以
下
に
翻
刻
し
て
み

よ
う
。

 

（
関
防
印
）

壬
辰
の
歳
旦　
　
　
　

蓬
南
大
野

　
　
　
　

常
に
一
言
も
慮
る
こ
と

　
　
　
　

な
し
。
い
は
ん
や
三
箴
の　

　
　
　
　

全
き
こ
と
あ
ら
ん
也

若
水
や
ふ
く
ん
で
居
れ
ぬ
口
の
中　
　
　

万

夢
哉
庵

愚

　
　
　
　

年
尾

　
　
　
　

花
ど
も
に
笑
ハ
れ
て
も

　
　
　
　

来
る
と
し
ハ
豊
な
ら
ん
と

　
　
　
　

言
へ
る
野
人
の
鉄
砲
を

　
　
　
　

余
所
に
き
く
も
耳
よ
り

　
　
　
　

な
り

何
事
も
身
を
お
も
ふ
て
の
岡
見
か
な
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横井也有と知多俳壇の交流（寺島　徹）

二
〇

　
　
　
　

春
興

華
鳥
や
居
ハ
る
心
を
す
ハ
ら
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
愚
）（
印
）

以
上
が
本
文
と
な
る
。
今
回
紹
介
し
た
一
枚
刷
よ
り
年
代
が
少
し
早
い
が
、
こ

の
よ
う
な
各
俳
人
の
自
筆
の
一
枚
物
を
も
と
に
、
歳
旦
一
枚
刷
が
出
来
上
が
る
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
一
枚
刷
に
は
、
知
多
連
中
、
横
須
賀
連
中
に
つ
づ
き
、
鳴
海
連
中
が
み

ら
れ
る
。
巨
扇
と
鳴
海
の

関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お

こ
う
。

藤
園
堂
に
所
蔵
さ
れ
る

鳴
海
歳
旦
一
枚
刷
に
は
、

巨
扇
が
毎
年
の
よ
う
に
、

入
集
し
て
い
る
。そ
れ
は
、

継
続
的
に
千
代
倉
の
成
果

を
発
表
さ
れ
て
い
る
森
川

昭
氏
「
千
代
倉
家
日
記

抄
」（
雑
誌
『
夷
参
』参
照
）

か
ら
も
、裏
づ
け
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
今
回
の
一
枚

刷
よ
り
、
時
代
は
少
し
下

る
が
、「『
鳴
海
歳
旦
』
詳

細
（
中
）」（『
夷
参
』７
号
）

の
、
安
永
六
年
（
一
七
七

七
）
一
月
五
日
の
条
に
、

「
大
野
大
こ
く
や
武
兵
衛
、

利
兵
衛
、巨
扇
丈
よ
り
、例
年
之
通
、歳
旦
摺
物
来
」、一
月
二
十
一
日
の
条
に
「
大

の
九
八
郎
殿
今
日
御
帰
り
。
巨
扇
子
へ
歳
旦
誂
遣
」
と
巨
扇
の
記
事
が
み
え
る
。

ま
た
、安
永
八
年
の
一
月
八
日
の
条
に
、「
大
野
大
こ
く
や
九
八
殿
、為
年
始
被
参
、

ゐ
印
（
井
岡
家
）
御
泊
り
。
年
玉
半
切
紙
反
百
持
参
。
巨
扇
老
、
万
愚
老
よ
り
、

年
頭
一
枚
刷
来
。
此
方
よ
り
も
歳
旦
帳
差
遣
。」と
巨
扇
、万
愚
の
記
述
が
み
え
る
。

千
代
倉
と
大
野
連
中
で
、
お
互
い
の
歳
旦
の
や
り
と
り
を
慣
習
と
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。　

最
後
に
、
名
古
屋
連
中
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
東
甫
は
、
狩
野
派
の
絵
師
と
し
て

著
名
な
内
藤
東
甫
で
あ
る
。
東
甫
は
也
有
と
と
り
わ
け
関
係
が
深
い
、
次
節
で
、

未
紹
介
の
書
簡
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
関
係
を
素
描
す
る
。

春
幸
は
、
旧
派
系
の
俳
人
と
思
わ
れ
る
が
、
安
永
初
期
に
は
、
暁
台
の
暮
雨
巷

に
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
白
羽
家
資
料
か
ら
わ
か
る（
３
）。
文
樵
は
、
石
原
氏
。
也

有
と
他
俳
人
の
取
り
次
ぎ
の
位
置
を
占
め
、
也
有
俳
諧
活
動
に
お
い
て
無
く
て
は

な
ら
ぬ
存
在
で
あ
っ
た
。
樞
甫
は
、
也
有
像
を
描
い
た
こ
と
で
し
ら
れ
る
。
東
甫

の
門
人
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

東
湖
は
、
尾
張
の
絵
師
。
東
甫
の
弟
子
と
さ
れ
る
が
、
長
ら
く
、
実
態
が
不
明

で
あ
っ
た
。
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
』（
平
成
13
年
）に
お
い
て
、

風
折
有
丈
（
一
七
九
七
年
没
）
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る（
４
）。
東
湖

は
、
也
有
と
の
交
流
も
深
い
。『
鶉
衣
』
に
は
、
東
甫
・
東
湖
の
師
弟
合
作
に
、

也
有
が
賛
を
し
た
こ
と
（
東
甫
・
東
湖
両
筆
の
万
歳
の
画
賛
）
が
知
ら
れ
る
。
つ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る（
５
）。

師
の
画
け
る
を
発
句
と
し
て
、
弟
子
の
こ
れ
に
書
添
へ
た
る
は
、
則
ち
脇　
　

の
趣
あ
り
。
我
も
又
其
皷
に
は
や
さ
れ
て
、
か
た
は
ら
に
筆
を
と
る
。
是　
　

や
此
第
賛
也
と
い
は
ゞ
い
ふ
べ
し
。

　
　

節
季
候
に
つ
も
り
し
雪
を
万
歳
の

　
　
　

け
さ
と
く
わ
か
の
春
は
来
に
け
り

東
湖
は
、
也
有
が
後
ろ
盾
と
な
っ
た
暮
雨
巷
の
加
藤
暁
台
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

図３　蓬南大野歳旦（明和九年）一枚もの　白羽泰氏所蔵
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二
一

　
　
　
　

三　

也
有
と
東
甫
―
東
甫
宛
書
簡
を
紹
介
し
て

東
甫
（
一
七
二
八
―
一
七
八
八
）
は
、尾
張
藩
士
で
狩
野
派
の
画
家
で
あ
っ
た
。

俳
諧
は
木
児
門
で
、
也
有
と
は
画
賛
を
多
く
も
の
し
て
い
る
。
暁
台
の
『
姑
射
文

庫
』（
明
和
五
年
）の
挿
絵
で
も
知
ら
れ
る
。
也
有
と
東
甫
の
関
係
は
、こ
れ
ま
で
、

多
く
の
論
考
が
あ
る（
７
）
が
、
こ
こ
で
は
、
東
甫
宛
の
未
紹
介
の
也
有
書
簡
（
架
蔵
）

を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
東
甫
と
也
有
の
交
流
に
つ
い
て
若
干
補
強
し
て
み
た
い
。

○
九
月
八
日
付
東
甫
宛
也
有
書
簡

軸
装
一
幅
〈
縦
15
・
３
糎
×
横
53
・
５
糎
〉。
架
蔵
。

如
仰
其
後
者
御
物
遠
奉
存
候
。

今
日
布
六
も
参
候
御
噂

申
候
。
秋
冷
ニ
相
成
候
。
御
安
全

珍
重
事
ニ
奉
存
候
。
野
拙
も

無
事
参
候
。
頃
日
は
め
づ
ら
し
く

近
所
な
ど
出
あ
る
き
申
候
。

御
安
意
可
被
下
候
。
屛
風

御
直
候
事
少
も
い
そ
ぎ

申
候
事
に
は
無
御
座
候
。
御
慰
と

相
成
候
節
、
御
染
御
筆
可

被
下
候
。
名
月
之
愚
句
御
辱
く

入
候
よ
し
今
年
ハ
別
而
あ
し
く

候
に
も
ど
つ
共
不
仕
候
。

　
　

名
月
や
星
の
古
跡
の
天
の
河

と
も
申
候
へ
共
自
分
に
も

し
か
と
済
ぬ
や
う
に
て
と
り
を
き

架
蔵
の
暁
台
・
風
折
有
丈
画
賛
〈
縦
97
糎
、
横
26
・
３
糎
〉
を
掲
げ
て
お
こ
う（
６
）。

　

あ
す
あ
り
と
思
ふ
ハ
春
の
こ
ゝ
ろ
哉　
　
　

暁
台

狩
野
派
絵
師
の
東
湖
の
瀟
洒
な
画
風
が
う
か
が
え
る
﹇
図
４
参
照
﹈。

図
４　

暁
台
・
有
丈
画
賛　

架
蔵

巻
軸
の
也
有
の
句
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
也
有
の
句
集
、
句
稿
類
に
は

み
え
ず
、
楓
京
の
『
藻
塩
草
十
八
』
に
、「
な
く
て
も
水
さ
へ
あ
り
て
柳
か
な
」

と
い
う
字
足
ら
ず
の
形
で
記
録
さ
れ
る
。
そ
の
部
分
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　

安
永
二
如
月
上
旬
正
月
下
旬
城
下
出
回
吟
歌
僊

な
く
て
も
水
さ
へ
あ
り
て
柳
か
な　
　
　
　
　
　
　

也

半
掃
庵

有
公

　

霞
に
残
る
月
の
名
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
亀

う
ど
の
香
に
行
脚
の
杖
を
留
ら
れ
て　
　
　
　
　
　
　

楓
京

　

又
書
ふ
か
と
硯
引
よ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
由　
（
下
略
）

こ
の
よ
う
に
前
年
に
は
、
名
古
屋
の
宗
匠
八
亀
、
横
須
賀
の
楓
京
が
第
三
、
知
多

萩
の
其
由
が
四
句
目
を
詠
み
、
四
吟
歌
仙
が
巻
か
れ
て
い
る
。
こ
の
句
が
歳
旦
、

春
興
用
の
句
と
し
て
、
也
有
か
ら
地
場
の
宗
匠
た
ち
へ
用
意
さ
れ
て
い
た
様
子
も

う
か
が
え
る
。
貴
顕
で
あ
る
也
有
を
輪
の
中
心
に
据
え
る
也
有
交
遊
圏
と
も
い
う

べ
き
裾
野
が
、
こ
う
し
た
一
枚
刷
資
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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二
二

申
候
。
御
句
を
御
聞
せ
不
被
成
、

遺
憾
ニ
奉
存
候
。
明
日
之
句
ハ

　
　

名
月
ハ
ま
た
莟
也
け
ふ
の
菊

と
覚
悟
い
た
し
申
候
。
明
日
迄

御
預
ケ
申
候
。
明
之
坊
も
昨
日

参
候
よ
し
、
近
所
へ
罷
出

逢
不
申
候
。
被
懸
御
心
御
便

忝
奉
存
候
。
其
内
期
面
拝

可
申
御
承
候
。
以
上
。

　
　
　

節
前
一
日

（
端
書
）
東
甫
公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也
有

本
文
は
以
上
で
あ
る
。
入
集
句
と
年
代
に
つ
い
て
、
み
て
い
こ
う
。「
名
月
は
」

句
は
、『
あ
り
づ
か
』
に
、「
名
月
は
ま
だ
莟
な
り
け
ふ
の
菊
」（
全
集
番
号
一
九

六
五
）
の
表
記
で
載
る
。「
名
月
や
」
句
は
、『
横
井
也
有
全
集
』
に
見
あ
た
ら
な

い
。『
あ
り
づ
か
』
か
ら
は
年
代
が
特
定
で
き
な
い
が
、
明
之
坊
の
話
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
明
之
坊
編
『
ま
き
と
お
し
』（
宝
暦
八
〈
一
七
五
八
〉
十
一
月
上
旬

也
有
序
）
あ
た
り
が
一
つ
の
目
安
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
か
つ
て
、
一
連
の
桐
羽
宛

書
簡
を
紹
介
し
た（
８
）。
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
か
ら
十
三
年
（
一
七
六
三
）
頃
の

書
簡
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
書
簡
と
、
本
書
簡
は
、
色
変
わ
り
の
特
徴
あ
る
紙
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
お
り
、
時
代
の
近
さ
を
思
わ
せ
る
﹇
図
６
参

照
﹈。
也
有
年
譜
か
ら
も
特
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
布
六
、
明
之
坊
と
也
有
の

交
流
時
期
か
ら
み
て
、
こ
の
書
簡
は
、
宝
暦
中
期
か
ら
後
期
の
も
の
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。

書
簡
の
内
容
は
、
俳
人
、
布
六
が
来
て
東
甫
の
話
を
し
て
い
た
こ
と
、
也
有
も

こ
の
頃
は
、
珍
し
く
近
所
を
出
歩
く
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
屛
風
の
直
し

を
東
甫
に
依
頼
し
て
い
る
が
、
急
ぐ
必
要
が
な
い
こ
と
、
東
甫
の
絵
に
、
名
月
の

図５　東甫宛也有書簡　九月八日付　架蔵

図６　桐羽宛也有書簡　八月二十五日付　架蔵
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二
三

句
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
上
手
く
で
き
な
い
こ
と
を
伝
え
る
。

明
日
が
重
陽
な
の
で
、
明
日
の
句
と
し
て
、
重
陽
の
句
を
詠
み
、
こ
れ
と
決
め
た
。

明
日
ま
で
こ
の
句
を
預
け
た
い
。
昨
日
、
明
之
坊
も
半
掃
庵
に
や
っ
て
き
た
が
、

近
所
に
出
て
い
た
の
で
会
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

布
六
は
、『
中
京
俳
人
考
説
』
の
「
追
加
」
に
よ
れ
ば
、〈
美
濃
派
〉
の
項
目
に

あ
り
、
木
児
・
白
尼
門
と
さ
れ
る
。『
枕
百
韻
』（
宝
暦
七
年
序
）
を
編
む
こ
と
で

し
ら
れ
る
。
明
之
坊
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
生
れ
で
尾
張
藩
士
で
あ
っ
た

が
、
五
十
四
歳
の
頃
致
仕
し
て
い
る
。
也
有
と
も
昵
懇
で
あ
っ
た
。

也
有
は
数
多
の
画
賛
を
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
自
筆
資
料
に

対
し
て
書
簡
の
残
存
数
は
非
常
に
少
な
い（
９
）。
そ
の
よ
う
な
中
で
、東
甫
宛
書
簡
は
、

こ
れ
ま
で
、
宝
暦
・
明
和
期
と
お
ぼ
し
き
二
通
が
し
ら
れ
て
い
た）
10
（

。

と
く
に
、
十
月
十
九
日
付
の
東
甫
宛
書
簡
は
、
画
賛
の
こ
と
が
詳
し
く
述
べ
ら

れ
、
本
書
簡
と
も
相
通
う
内
容
で
あ
る
。
一
部
引
用
し
て
み
よ
う
。

…
且
、
御
画
共
被
下
、
拙
賛
の
事
奉
得
其
意
候
。
弥
以
御
筆
は
御
上
達
そ
ふ

に
て
、
見
事
成
事
共
詠
入
申
候
。
尤
御
好
の
内
若
鮎
の
句
、
是
は
も
や
う
違

申
候
。
全
体
水
中
の
鮎
に
て
は
無
御
座
、
ゑ
ら
を
つ
な
ぎ
笹
葉
う
ち
か
け
た

る
鮎
に
い
た
し
候
賛
に
て
御
座
候
。
水
の
内
の
鮎
に
笹
葉
は
此
句
に
て
面
白

き
所
も
無
御
座
候
。
い
つ
ぞ
や
も
木
児
此
図
を
持
参
り
、其
賛
を
乞
申
候
故
、

夫
も
断
申
遣
候
。
依
之
先
へ
返
と
仕
候
。
別
に
若
鮎
の
句
無
御
座
候
。

画
賛
の
画
に
つ
い
て
、
東
甫
の
上
達
を
褒
め
る
内
容
が
み
え
る
。
と
と
も
に
、
若

鮎
の
画
賛
に
つ
い
て
は
、
賛
と
句
が
あ
っ
て
お
ら
ず
、
水
中
を
行
く
鮎
で
は
な
い

と
の
批
判
が
み
え
る
。
通
常
、
画
に
賛
を
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
五
条
坊
木
児
も

か
つ
て
、
こ
の
画
を
も
っ
て
き
て
、
発
句
を
乞
う
た
と
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
、

句
に
画
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
か
。
こ
れ
は
、『
あ
り
づ
か
』
の
前
書
賛
物
部
の
二

一
一
四
番
句
と
し
て
、

　
　
　

笹
の
鮎
の
絵
に

若
鮎
や
鵜
も
ま
だ
知
ら
ぬ
笹
の
影　
　
　
（
あ
り
づ
か
）

と
掲
載
さ
れ
る
も
の
と
対
応
し
て
い
る
。
十
月
十
九
日
付
書
簡
か
ら
は
、
画
賛
に

対
す
る
也
有
の
拘
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
書
簡
の
続
き
に
、
素
郎
と
い
う
木
児

系
の
俳
人
の
記
事
が
出
て
く
る
た
め
、
執
筆
年
次
は
、
宝
暦
中
葉
か
ら
明
和
初
期

頃
と
思
わ
れ
る）
11
（

。

な
お
、『
也
有
画
賛
選
釈
』（
学
習
院
大
学
文
学
部
近
世
文
学
研
究
室
、
平
成
18

年
３
月
）
に
お
け
る
、
六
林
著
『
ま
に
ふ
む
で
』
と
『
蘿
要
集
』（
二
編
・
前
書

讃
物
部
）
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
也
有
は
宝
暦
三
年
に
自
画
賛
の
作
成
を
止
め
、
さ

ら
に
宝
暦
十
二
年
に
画
賛
を
止
め
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
結
局
、
そ
の
あ
と

も
、
求
め
に
応
じ
て
書
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
書
簡
は
、
そ
の
よ
う
な
画
賛
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
甚
だ
し
か
っ
た
頃
の
書
簡
と
も
い
え
よ
う
。

九
月
八
日
付
書
簡
の
場
合
、
屛
風
仕
立
て
に
し
た
も
の
か
。
と
も
あ
れ
、
東
甫

と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
画
と
句
の
関
係
に
拘
り
を
み
せ
る
也
有
の
姿
が
見
受
け

ら
れ
る
。

　
　
　
　

四　
　

昌
阿
坊
と
也
有

白
羽
家
に
は
、
也
有
は
直
接
出
て
こ
な
い
も
の
の
、
也
有
ゆ
か
り
の
昌
阿
坊
が

参
加
す
る
歳
旦
が
存
在
す
る
。「
明
和
九
年
不
老
井
歳
旦
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

也
有
と
昌
阿
坊
の
直
接
の
関
係
は
、明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の
『
う
ろ
お
ぼ
え
』

（
兎
尺
序
、
昌
阿
坊
編
）
以
外
、
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
近
年
、

昌
阿
坊
画
、
也
有
賛
の
画
賛
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
〈
縦
九
七
・
八
糎
、
横

二
三
・
五
糎
〉。

散
た
木
へ
も
ど
る
一
葉
や
み
そ
さ
ゞ
ゐ　
　
　
　

蘿
隠
（
也
有
）

で
あ
る
﹇
図
７
参
照
﹈。
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二
四

図
７　

也
有
賛　

昌
阿
坊
画　

俳
画
賛　

架
蔵

枯
れ
枝
に
と
ま
る
鷦
鷯
を
優
し
く
月
が
照
ら
す
。
也
有
と
昌
阿
坊
の
関
係
性
が

み
て
と
れ
る
作
品
で
あ
ろ
う
。
こ
の
発
句
は
『
蘿
要
集
』
三
編
に
載
る
（
全
集
番

号
一
三
一
〇
）。
三
編
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
か
ら
、
明
和
二
年
（
一

七
六
五
）
頃
の
句
が
ま
と
め
て
収
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
そ
の
あ
た
り
の
画

賛
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
て
、
そ
の
昌
阿
坊
が
参
加
す
る
「
明
和
九
年
不
老
井

歳
旦
」（
白
羽
家
蔵
）
に
つ
い
て
、
翻
刻
、
紹
介
し
て
お
こ
う
﹇
図
８
参
照
﹈。

共
表
紙
。
横
一
冊
。「
不
老
井
」（
外
題
、
篆
刻
）。
墨
付
三
丁
。
縦
15
・
０　
　

糎
×
横
21
・
５
糎
。

明
和
九
壬
辰　
　

尾
州
名
古
屋

　
　

歳
旦

　

う
か
〳
〵
年
月
を
過
る
程
に

　

今
と
し
ハ
半
百
な
れ
バ
と

　

人
〴
〵
に
こ
と
ぶ
き
興
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兎
尺

く
ら
ぶ
れ
ば
年
に
は
づ
か
し
今
朝
の
春　
　
　
　

」（
１
ウ
）

我
友
と
千
と
せ
の
色
や
錺
竹　
　
　
　
　

楓
亭

読
切
や
我
は
論
語
の
た
つ
の
と
し　
　
　

左
江

図８　明和九年不老井歳旦　白羽泰氏所蔵

― 193 ―



金城学院大学論集　人文科学編　第16巻第 2号 2020年 3 月

二
五

若
水
や
汐
く
む
海
士
も
桶
一
ツ　
　
　
　

竹
甫

花
の
春
と
明
て
や
年
の
そ
の
匂
ひ　
　
　

箕
丈

万
歳
や
我
ふ
る
里
の
春
ハ
い
さ　
　
　
　

我
斗

千
金
の
色
の
は
じ
め
や
福
寿
艸　
　
　
　

米
五

　
　

安
眠
主
人
の
半
百
の
春
を
賀
し
て　

君
が
栄
へ
松
の
五
葉
ぞ
若
み
ど
り　
　
　

里
年

吹
初
や
笛
も
の
ど
け
き
延
喜
楽　
　
　
　

如
笑　

」（
２
オ
）

世
界
み
な
春
と
ひ
ら
く
や
梅
の
花　
　
　

豆
吾

先
嬉
し
気
の
置
所
恵
方
棚　
　
　
　
　
　

李
三

上
下
の
音
諷
ゞ
や
松
か
ざ
り　
　
　
　
　

去
止

若
水
や
む
か
へ
ハ
顏
の
あ
ら
た
ま
り　
　

蝶
吾

蓬
莱
や
俵
の
山
に
向
ひ
島　
　
　
　
　
　

李
冠

鶏
に
花
の
春
ぞ
と
明
に
け
り　
　
　
　
　

一
泉

目
に
も
の
ゝ
先
あ
ら
た
な
り
門
の
松　
　

拍
子

初
空
の
薫
り
や
梅
の
明
ケ
ご
ゝ
ろ　
　
　

其
畦　

」（
２
ウ
）

　
　

不
老
井
の
除
歳
を
祝
す
る
に

　
　

か
の
別
室
に
い
れ
ば
春
待

　
　

か
げ
の
閑
さ
を
感
じ
て

行
年
を
し
ら
ぬ
富
士
と
や
寒
牡
丹　
　

昌
阿
坊

　
　

煤
を
は
ら
ひ
餠
搗
て
年
の

　
　

用
意
も
大
方
な
れ
ば

小
短
ふ
門
並
な
ら
ば
厄
払　
　
　
　
　

安
眠
斎　

」（
３
オ
）

本
文
は
、以
上
で
あ
る
。
兎
尺
の
五
十
の
祝
も
か
ね
た
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

の
歳
旦
で
あ
る
。
巻
軸
は
昌
阿
坊
、
安
眠
斎
兎
尺
の
歳
旦
歳
暮
句
で
し
め
く
く
ら

れ
る
。
拙
稿
「
尾
張
横
須
賀
に
お
け
る
楓
京
と
知
柱
亭
・
暁
台
・
也
有
の
交
流
に

つ
い
て
」
に
も
、少
し
述
べ
た
が
、こ
の
歳
旦
を
包
ん
で
い
た
の
は
、「
暮
雨
社
中
」

（
朱
文
方
印
）
と
い
う
袋
で
あ
る
。
流
派
を
こ
え
て
、
尾
張
地
域
の
俳
諧
資
料
の

や
り
と
り
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。
当
時
の
俳
諧
交
流
の
あ
り
方
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

＊

以
上
、
白
羽
家
所
蔵
の
也
有
一
枚
刷
を
も
と
に
、
也
有
と
知
多
大
野
俳
壇
の
関

係
、
大
野
の
巨
扇
の
尾
張
俳
壇
に
占
め
る
位
置
、
ま
た
、
也
有
と
東
甫
、
昌
阿
坊

等
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。
也
有
と
地
方
俳
壇
の
交
流
に
つ
い
て
は
、

野
田
千
平
氏
『
横
井
也
有
全
集
』
や
、同
著
『
近
世
東
海
俳
壇
の
研
究）
12
（

』（
新
典
社
、

平
成
三
年
）
等
の
総
合
的
な
研
究
が
あ
る
が
、
今
回
紹
介
し
た
よ
う
な
、
一
枚
刷
、

書
簡
資
料
か
ら
も
、
尾
張
俳
壇
に
お
け
る
也
有
を
軸
と
し
た
交
流
の
あ
り
方
の
一

端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
白
羽
家
所
蔵
の
暁
台
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
翻
刻
・
紹
介
す

る
予
定
で
あ
る
。

注１ 

吉
田
弘
氏
『
知
多
半
島
文
学
散
歩
』（
私
家
版
、
平
成
17
年
）
に
は
、
常
滑
市

大
野
町
の
芭
蕉
句
碑
「
青
柳
の
泥
に
し
た
る
ゝ
汐
干
哉
」
を
巨
扇
が
建
立
し
た

と
推
測
し
て
る
。

２ 

引
用
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の

名
古
屋
大
学
図
書
館
本
（
岡
谷
文
庫
本
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
な

お
、
さ
る
み
の
会
編
『
尾
三
古
俳
書
解
題
』（
昭
和
57
年
）
に
、
藤
園
堂
本
を

も
と
に
要
を
得
た
解
題
が
示
さ
れ
る
。

３ 

前
引
「
尾
張
横
須
賀
に
お
け
る
楓
京
と
知
柱
亭
・
暁
台
・
也
有
の
交
流
に
つ
い

て
」
で
は
、
安
永
二
年
の
暮
雨
巷
の
左
右
の
句
合
の
摺
物
が
見
ら
れ
、
春
幸
も

参
加
す
る
。
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二
六

４ 
『
新
修
名
古
屋
市
史
』
で
も
、
東
湖
と
有
丈
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
に
言
及

が
あ
る
。

５ 

掘
切
実
氏
校
注
『
鶉
衣
（
下
）』（
岩
波
文
庫
、
平
成
23
年
）
等
参
照
。

６ 

昭
和
十
六
年
に
行
わ
れ
た
「
久
村
暁
台
百
五
十
年
記
念
展
覧
会
出
品
目
録
」（
主

催
、
市
立
名
古
屋
図
書
館
、
初
音
会
）
の
目
録
に
、
遺
墨
の
部
の
二
番
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
（
伊
藤
次
郎
左
衛
門
旧
蔵
）。

７ 

近
年
で
は
、
山
本
祐
子
氏
「
新
出
・
横
井
也
有
自
筆
『
鶉
衣
』
を
は
じ
め
と
す

る
也
有
書
写
本
に
つ
い
て
」（
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
35
巻
、平
成
24
年
）、

松
浦
由
起
氏
「『
前
野
村
前
野
氏
系
図 

巻
二
』
と
内
藤
東
甫
に
つ
い
て 

―
東
甫

享
年
へ
の
疑
義
」（
豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要 

（
47
）、
平
成
26
年
）

等
の
論
が
あ
る
。

８ 

拙
稿
「
横
井
也
有
と
飯
田
俳
壇 

―
桐
羽
宛
也
有
書
簡
の
紹
介
と
俳
諧
指
導
の

考
察 

」（
連
歌
俳
諧
研
究
一
二
六
号
、
平
成
26
年
３
月
）
参
照
。

９ 

拙
稿
「
宝
暦
期
に
お
け
る
横
井
也
有
の
蕉
風
意
識
に
つ
い
て 

―
美
濃
派
お
よ

び
露
川
門
へ
の
対
応
を
視
座
と
し
て 

」（
国
語
と
国
文
学
91
巻
３
号
、
平
成
26

年
３
月
）
参
照
。

10 

『
東
海
近
世
』
五
号
（
平
成
４
年
12
月
）
の
「
近
世
書
簡
集
（
五
）」
に
、
十

月
十
九
日
付
（
三
九
番
、
服
部
冬
蔵
氏
蔵
）、
三
月
十
八
日
付
（
四
〇
番
、
服

部
徳
次
郎
氏
蔵
）
の
東
甫
宛
の
也
有
書
簡
二
通
が
紹
介
さ
れ
る
。

11 

木
児
は
、
東
三
河
の
俳
諧
宗
匠
で
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
六
月
に
没
し

て
い
る
。

12 

『
近
世
東
海
俳
壇
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
大
野
俳
壇
は
、
也
有
に
ゆ
か
り
の
深

い
巴
静
の
元
文
三
年
の
歳
旦
帳
か
ら
参
加
し
て
お
り
、
宝
暦
元
年
以
降
の
木
児

歳
旦
、
宝
暦
二
年
以
降
の
白
尼
歳
旦
に
も
入
集
し
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お

き
た
い
。

﹇ 

付
記
﹈
本
稿
は
科
学
研
究
費
の
研
究
助
成
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号

17K
02471

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
貴
重
な
也
有
関
係
資
料
の
紹
介

を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
東
海
市
の
白
羽
泰
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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